








はじめに 

 1986 年 9月のポプレーション、センサスでの高崎山に棲息するニホンザルの個体総数は

1857 頭で、A 群(967 頭)、B 群(395 頭)、C 群(495 頭)という大所帯のため、群の交代時に

母ザルと逸れてしまうアカンボウもいる。その場合、他群の優位のオスが保護することも

あるが、母親ザルの保育におよばずに死亡する。 

 サルが、保護しない場合は、人が保護し、翌日、所属群に離すとほとんどの母ザルがむ

かえに来る。 

 私達は、母ザルが難産であった為か、アカンボウの保育ができず、人工哺育で人間とと

もに育ったアカンボウの成育、発達、習慣、栄養摂取状況等を観察したので報告する。 


